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東京海上日動、インタ…リンク、NVOCC CLUB

「荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
」
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

カ
ー
ゴ
ク
レ
ー
ム
実
務
や
外
航
貨
物
保
険
の
基
礎
を
解
説

提 臨 毒 宮 新 聞

東
京
海
上
国
動
と
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
外
航
利
用
運
送
事
業
者

倶
楽
部

（Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
　
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
）
は
６
月
１２
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東

京
海
上
国
動
ビ
ル
新
館
で
、

「荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
―
カ
ー
ゴ
ク
レ
ー

ム
の
基
礎
に
つ
い
て
―
」
と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
２

部
構
成
で
、
第
１
部
で
は
岡
部

・
山
口
法
律
事
務
所
の
仁
井
稔
大
弁
護
士
が
カ

ー
ゴ
ク
レ
ー
ム
の
実
務
に
つ
い
て
、
第
２
部
で
は
東
京
海
上
国
動
海
上
業
務
部

の
福
本
絵
理
氏
が
外
航
負
物
海
上
保
険
に
お
け
る
基
礎
に
つ
い
て
解
説
を
行

っ

た
。
当
日
は
約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

第
１
部
で
は
岡
部

・
山
口
　
　
仁
井
弁
護
士
は
、
カ
ー
ゴ
　

い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
説

法
律
事
務
所
の
仁
井
弁
護
士
　
ク
レ
ー
ム
で
は
、
事
故
発
生
　
明
。
そ
の
上
で
、
荷
主

・
運

が
講
師
を
務
め
、
海
上
運
送
　
前
お
よ
び
事
故
発
生
直
後
の
　
送
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

・
航
空
運
送
と
を
比
較
し
な
　
証
拠
が
勝
敗
を
分
け
る
こ
と
　
何
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

が
ら
カ
ー
ゴ
ク
レ
ー
ム
の
実
　
が
多
く
、ク
事
故
発
生
か
ら
時
　
な
い
の
か
、
そ
れ
ら
を
立
証

務
に

つ
い
て
解
説
を
行

っ
　

間
が
経
過
す
る
と
証
拠
の
収
　
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
証

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
が
極
め
て
困
難
に
な
る
と
　
拠
を
収
集
し
て
お
く
必
要
が

海
外
投
資
保
険
の
引
き
受
け
決
定

ミ
ャ
ン
マ
ー
テ
ィ
ラ
ワ
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
事
業
へ
の
出
資
案
件

NEXl

あ
る
の
か
を
説
明
し
た
。

仁
井
弁
護
士
は
、
荷
主
の

立
場
で
も
運
送
人
の
立
場
で

も
、
普
段
か
ら
賃
物
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
立

証
に
必
要
な
証
拠
を
保
存
す

る
習
慣
を
持
ち
、
万

一
の
事

故
時
に
提
出
で
き
る
状
態
に

し
て
お
く
こ
と
が
企
業
防
衛

上
望
ま
し
い
と
強
調
し
た
。

第
２
部
で
は
、
東
京
海
上

日
動
海
上
業
務
部
の
福
本
氏

が
講
師
を
務
め
、
イ
ン
コ
タ

ー
ム
ズ
を
踏
ま
え
た
外
航
貨

物
海
上
保
険
に
お
け
る
基
礎

に
つ
い
て
解
説
を
行

っ
た
。

福
本
氏
は
ま
ず
は
じ
め
に

「１
．
な
ぜ
負
物
保
険
が
必

要
な
の
か
～
貨
物
保
険
を
か

け
る
必
要
性
～
」
と
し
て
、

①
国
際
間
の
輸
送
リ
ス
ク
に

対
す
る
備
え
②
貿
易
制
度
に

組
み
込
ま
れ
た
保
険
の
機
能

①
国
際
運
送
人
の
責
任
範
囲

平
均
１５
％
超
の
ペ
ー
ス
で

増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ

れ
る
。

一
方
で
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
全
体
の
約
９
割
の
賃

④
海
上
輸
送
に
固
有
の
制
度

（共
同
海
損
等
）
―
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
海
上
輸
送
中

の
航
海
過
失
や
火
災
が
発
生

し
て
も
運
送
人
は
免
責
と
さ

れ
る
こ
と
、
損
害
が
発
生
し

た
場
合
も
責
任
制
限
額
が
あ

る
こ
と
か
ら
自
社
の
賃
物
を

守
る
手
段
と
し
て
貨
物
保
険

を
手
配
す
る
必
要
性

（選
択

肢
）
が
あ
る
こ
と
を
具
体
的

な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明

し
た
。
ま
た
、
共
同
海
損
が

発
生
し
た
場
合
な
ど
は
分
担

ラ
ワ
地
区
港

へ
の
海
上
貨

物
の
シ
フ
ト
が
見
込
ま
れ

る
。本

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
港

湾
設
備

一
式
は
日
本
の
円

金
の
支
払
い
や
複
雑
な
事
務

手
続
き
を
荷
主
に
代
わ
り
保

険
会
社
が
代
行
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
も
解
説
し

た
。次

に

「２
．
ど
こ
で
リ
ス

ク
負
担
が
変
わ
る
の
か
～
イ

ン
コ
タ
ー
ム
ズ
の
選
択
に
つ

い
て
～
」
と
し
て
、
代
表
的

な
イ

ン
コ
タ
ー
ム
ズ
を
挙

げ
、
リ
ス
ク
負
担

（危
険
負

担
）
と
保
険
手
配
に
つ
い
て

実
例
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。

利
用
さ
れ
て
い
る
貿
易
条
件

年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

・
テ
ィ

ラ
ワ
経
済
特
別
区

（Ｓ
Ｅ

Ｚ
）
の
運
営
に
関
し
て
、

海
外
投
資
保
険
で
の
サ
ポ

ー
ト
を
行

っ
て
お
り
、
Ｓ

に
よ

っ
て
保
険
期
間
の
開
始

時
期
が
違
う
こ
と
な
ど
を
解

説
。
輸
出
の
Ｆ
Ｏ
Ｂ
条
件
の

ケ
ー
ス
で
散
見
さ
れ
る
日
本

国
内
の
リ
ス
ク
の
保
険
の
付

保
漏
れ
が
あ
る
こ
と
を
例
に

挙
げ
、
貿
易
条
件
の
確
認
や

国
肉
リ
ス
ク
の
保
険
付
保
検

討
等
の
必
要
性
を
解
説
し

た
。最

後
に

「３
．
負
物
保
険

の
補
償
範
囲
～
保
険
期
間
と

補
償
内
容
に
つ
い
て
～
」
と

し
て
貨
物
保
険
の
補
償
範
囲

に
つ
い
て
、
保
険
期
間
で
は

特
に
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
保

険
が
開
始
し
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
保
険
が
終
了
す
る
の
か

を
説
明
し
た
。
保
険
期
間
が

終
了
と
見
な
さ
れ
る
四
つ
の

事
項
を
列
挙
し
、

「奥
地
ま

で
の
長
期
輸
送

・
中
間
保
管

・
仕
分
け
」
な
ど
が
な
い
か

の
確
認
が
必
要
だ
と
説
明
し

た
。福

本
氏
は

「外
航
貨
物
海

上
保
険
の
基
礎
を
踏
ま
え
、

海
外
と
の
貿
易
取
引
に
有
効

活
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
、
締
め
く
く

っ
た
。

生
か
し
、
相
手
国
の
課
題

解
決
に
資
す
る
取
り
組
み

で
も
あ
り
、
政
府
が
進
め

る

「イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

輸
出
戦
略
」
に
も
合
致

当 日は約 150人 が参力日

田 佐
^


